
590MPa級鋼板を用いて

decreased fracture surface roughness and lowered residual stress. Coining the fringe of a pierced hole 





っぱら引張応力となっている。図 6は，クリアランスが
変化した場合，これら粗度と残留応力が疲労強度に及ぼ
す影響について模式的に示したものである。クリアラン
スが比較的小さい場合は，バリ側，つまり破断面側の残
留応力が圧縮となるため疲労破壊の起点がダレ側とな
る。一方，クリアランスが比較的大きい場合は粗度の影
響が顕著となり，バリ側より疲労破壊が開始すると考え
られる。
2．3　疲労強度に及ぼすコイニングの影響

　図 7に，打抜クリアランス 10％材に対して頂角 60ﾟ の
円錐ポンチにてコイニングを行った場合の，コイニング
荷重と疲労強度の関係を示す。疲労強度は，コイニング
荷重の増加とともに増大する。疲労破面外観を写真2に荷所鮮典ススソ編小蛗ず，ｉ保 コ のこ∵夏駐影響
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